
電気柵の効果を理解してもらうために

－研修会の繰り返し開催－

木曽地域野生鳥獣害対策チーム



∗ 対象地域は主にニホンザル、イノシシが相手
∗ 鳥獣害対策のための知識等が、農業生産者へ浸透し
ていない

∗ お金はかなりの額を投資している
∗ 設置方法が分からないので業者に依頼（丸投げ）
∗ 電気柵を「霊験あらたかなお札」と思っている
∗ 電気と、匂い、音、光の根本的な違いに気づいていな
い

農業生産者の鳥獣害防除の課題



∗ 依頼（丸投げ）された設置業者の構造等
への理解不足

∗ 設置業者から生産者への説明不足
∗ 村の手厚い補助金利用によるやり遂げ
た感

∗ それでも発生する獣害被害に喪失感
∗ 被害に遭うならと・・・
∗ 人口減少と高齢化により、点在する民家
と農地、集落ぐるみでの対応が難しく

なっており、対策は個々の生産者の対

応にかかっている状態である

現状は



∗ 生産者自身が、獣害対策の知識を得て、自ら実践して
貰うことが大切

∗ 単発の講習会だと、意識から薄れ、記憶も薄れる
∗ 記憶に残るよう、繰り返しの講習会開催
∗ 内容は、主として電気柵の基本構造の意味と管理及び
機能強化

∗ 農作業開始前の基礎知識と、収穫後の反省会として開
催を設定

現状を打破する １



∗ 集合研修は難しいが、個別巡回なら啓発できる
∗ 夏の電気柵点検巡回時に、生産者の立ち会いを求め
る

∗ 対策チームだけでなく、役場、ＪＡとも連携
∗ 電気柵の設置を行う業者とも連携・・・したかった

現状を打破する ２



∗ 耕作前の講習会開催
∗ ２０名出席
∗ これからシーズンと言うことで参加者の
意識は高い

∗ 教材は昨年度対策チームで作った「使
う前に読む 電気柵設置のいろは －

うまく使って、しっかり収穫－」

∗ 昨年の電気柵点検巡回からの不適切
事例の紹介と対策

∗ 講座への反響
質問や各々の事例等１時間半以上

耕作開始前にまず一手







不適切事例の紹介



∗ 村内６ヵ所の電気柵の状況を巡回点検
∗ 電気柵設置上の不適切事例の理由説明と改善提案
∗ 基本的に生産者も立ち会って貰い聞き取りと提案
∗ 「畑の中に電柱があってそこから猿が入ってくる」
∗ 「業者に長野式を作って貰ったが猿に入られた」
∗ 現場で状況を見て、話を聞いて、現状の柵の弱点を話
して、内容を聞いて貰うことで、濃密指導となった

二の矢を放つ



巡回時の相談例・不適切例



∗ 収穫後の講習会開催
∗ １１名出席
∗ 夏の電気柵巡回での不適切事例の紹介と、内容、改
善策の紹介

∗ 改良長野式電気牧柵の実物を見せながらポイント解説
∗ メーカー代理店からのポイント紹介
∗ 今できること、今年やれること等の解説

もう一段のステップアップ



電気柵現地巡回の状況説明



改良長野式電気柵のポイント説明



鳥獣害対策の基礎から



∗ 畑の中に電柱があってサルが入るんだけど…

∗ 家の隣に畑があって屋根が入口になってしまって…

∗ 環境整備がしたいが木が切れなくて…

∗ 爆音機を使おうと思うが… などなど

∗ 雪のせいか、農閑期でほっとしたか、参加者は春より
少なかったが活発に意見交換できた

参加者の反応は



∗ 最初の時は知らないことを聞いて驚いていた感じだっ
た受講者が、ああ、そうだよね、思い出した、という感じ

の反応になっており、回数を重ねることで残っていく実

感を得た

∗ 猿対策で「捕る」「電気柵を張る」だけでなく「追い払う」
「そのための周辺整備」という辺りまで、参加者の意識

が、レベルアップしてきたように見える

∗ 役場からも感想を意識してか「昨年のように皆が意識し
始める農作業前にもやって欲しい」との話があった

変わり始めた参加者



∗ 実際に１年やってみて、村全体から言えば少数の参加
であったが、参加者については、リピーターが多く、また

前回講座の話がいくらかは残っているようだった

∗ 地域住民の被害対策のレベルアップを図るには、獣害
対策の基本を繰り返し繰り返し、伝えて行くことが大切

である

∗ 飽きられないよう新しい情報も織り交ぜながら、今後も
村全体のレベルの底上げを図っていきたい

まとめと今後の方向



ご清聴ありがとうございました

木曽のシンボル 御嶽山


